
（Ⅰ）－（１） ＷＥＢ（３０年度）

（Ⅱ）－（４） ＷＥＢ（３０年度）

トップインタビュー

統計データ ｢未婚率｣･･･25～29歳の未婚率:男性58.2％､女性55.3％で平成22年と比較して増加

統計データ

（Ⅰ）－（５） ＷＥＢ（３０年度）

（Ⅰ）－（８） 子育てサロン

統計データ

（Ⅰ）－（６） 統計データ

（Ⅰ）ー（７） 実態調査

ＷＥＢ（３０年度）

トップインタビュー

（Ⅰ）－（２） 実態調査

（Ⅰ）－（３） 実態調査
「子育て支援センター」・・・利用していない7割の人のうち、3割はよくわからないと回
答

（Ⅰ）－（４） 子育てサロン
｢脱・ワンオペ育児のためのアイデア｣･･･託児付の夫婦で楽しめるイベントの開催な
ど

（Ⅰ）－（１０） 統計データ
「民間の認定こども園（地域支援事業の実施カ所数）」・・・３４園（平成31年3月末現
在）

（Ⅱ）－（１） 統計データ 「子ども食堂」の民間ベースでの活動・・・９か所（平成30年12月末現在）

（Ⅱ）－（２） 統計データ

（Ⅱ）－（５）

（Ⅲ）－（３）

（Ⅰ）－（１１） 実態調査

（Ⅱ）－（３） 実態調査

トップインタビュー

（Ⅲ）－（１） 実態調査

（Ⅲ）－（２）
保育会・幼稚園
協会等ｱﾝｹｰﾄ

トップインタビュー

統計データ

（Ⅲ）－（１） 実態調査

（Ⅲ）－（２） トップインタビュー 幼児教育・保育の無償化(H31.10～)への対応、離島における保育サービスの維持が課題

（Ⅰ）－（９） 実態調査

（Ⅲ）－（４） 事業・サービスについての情報提供方法の多様化 実態調査

「多様なニーズに応えられる幼稚園・保育所等」
・・・重要度について｢重要｣｢やや重要｣との回答が７割超と高い

多様な保育に係る事業・サービスの展開

保育士の確保

ＳＮＳ等の多様な媒体による情報提供・啓発

保育士の確保及び研修の充実について課題と捉えられている

「子育てに関する情報提供」
・・・認知度について半数以上の方が佐世保市ホームページやＳＮＳの存在を知らないと回答

資格を持っている潜在保育士を保育の場に呼び戻すことが課題

「待機児童」・・・平成30年4月1日現在：0名（平成17年以降）／平成30年10月1日現在：5名
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「『２人目の壁』を感じる理由」・・・「育児のストレス」「１人目の子育てで手いっぱい」が前年度
よりも高くなっており、育児に負担を感じる保護者が増加

｢子どもや子育ての孤立化を防ぐためのアイデア｣
･･･産前産後のままをサポート(産後の数日など子どもを預かってくれる取組み)など

妊娠・出産の正しい知識の啓発

親になるための教育

（４）経済的支援の充実 「『２人目の壁』を感じる理由」･･･「子育てや教育など家計の見通し」が突出して高く83.6%

多様な保育に係る事業・サービスの展開

専門職の育成強化など支援体制の拡充

子育て家庭への経済的支援、市民にとって利便性の高いサービスの実施

父親の育休取得促進

子育て支援の企業理解の協力促進

子どもも親も相談できる場所の創出、家庭・教育・地域などが一体となった
支援体制の充実

「持つ子どもの人数」・・・半数の人が理想的な子どもの人数は3人と回答しているが、実際に
は（予定も含む）2人となってる状況
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子どもだけでなく、親も佐世保市で一緒に育ってもらいたい

「子ども子育て応援センター虐待新規相談件数」・・・112件（平成29年度）で過去最多
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（１）妊娠・出産等に関する知識の普及

（２）母子への切れ目ない支援と育児不安の軽減

児童クラブの計画的な整備が今後５年間の課題である一方で、整備する際の周辺住民との
相互理解、また親子で地域に気軽に参画できる場づくりが必要

「子育て環境」・・・居場所や遊び場づくりに対して重要度は高いが、満足度が低い状況

経営者に子育ての重要性を啓発、リモートワークの推進

屋内遊び場施設の整備

「小学校に入学したら、放課後の時間をどのような場所で過ごさせたいか」
･･･「自宅」48.5%に次いで、「放課後児童クラブ」が47.5%（アンケート複数回答有）

（１）情報発信 「子育てに関する情報提供」
・・・満足度について｢満足｣｢やや満足｣との回答が45.2%で５割に満たない
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「出産年齢」・・・1人目の出産年齢が早いと3人子どもを持つ人の割合が多い傾向

｢初婚年齢｣･･･夫30.2歳､妻29.1歳(平成27年)で平成17及び22年の調査と比較し高齢化傾向

（２）地域における子どもの健全育成

（１）幼児教育・保育における量の確保と
　　質の向上

（２）幼児教育・保育における多様な事業・
　　サービスの展開

（１）地域における子育て支援の充実 地域人材の活用、地域を元気にするコミュニティスクールの開講等を通じた
地域力の活用

保育士の確保

放課後に子どもが安心して健やかに過ごせる居場所づくり
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「保育所等の働きながら子どもを預けられる施設」
・・・重要度について｢重要｣｢やや重要｣との回答が７割超と高い

官民が行う地域子育て支援事業の認知度向上及び内容の充実

次期「新させぼっ子未来プラン」（仮称）骨子案に至る整理資料

プランの骨子案〔施策展開の体系〕

「女性活躍応援宣言の登録事業所」・・・117事業所（平成31年3月登録まで）

分科会での検討材料
【実態調査､ＷＥＢアンケート､トップインタビュー､子育てサロン､統計データ等】

分科会（Ⅰ）、（Ⅱ）、（Ⅲ）の検討概要

「子育てと仕事が両立できる職場環境づくり」･･･約43％が「やや不満」あるいは「不満」と回答

子ども食堂みたいな子どもが食べる、遊べる、学べる場所・機会の創出

物質的に豊かになる中で、子育てにおける経済的な負担感は以前より強くなってきている

乳幼児医療費の負担軽減などの経済的な支援・・・およそ87％の方が「重要度が高い」と回
答、またおよそ60％の方が「満足」あるいは「やや満足」と回答

「子ども発達センターの診療件数」・・・平成29年度12,712件で、平成25年度以降年々増加

◎プランの骨子案とは、３つの分科会での検討内容(課題・現状及び解決に向けた方策案)等を踏まえたうえで、今後における施策展開を体系的に
表したものであり、これからの議論において具体的な取組み等を整理[肉付け]していくにあたっての骨格となるものです。
※なお、今回お示ししている内容は時点案であり、今後、具体的な取組み等の整理[肉付け]に係る作業を進める中で、必要な調整等を行って
いくものとします。

身近で気軽に相談でき、支援を受けられる環境づくり

悩み事の共有促進、専門職の育成強化、行政と学校と医療の連携等を通じ
た虐待に係る未然防止及び早期発見・早期対応

父親の育児参加機会の促進

（３）子どもの療育と発達支援

資料６


